
編

集

後

記

『
文
学
論
叢
』
第

=
二
七
輯
を
お
届
け
し
ま
す
。

本

輯
は
、
文
学
部

・
水
落

一
朗
教
授
、
国
際

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

部

・
稲
垣
不
二
麿
教
授
の
退
職
記
念
号
で
す
。
水
落
先
生
は
九
年
間
、
稲
垣

先
生
は
二
十
七
年
澗
に
及
ぶ
愛
知
大
学

で
の
教
員
生
活
に
終
止
符
を
打
た

れ
、
今
後
は
様

々
な
雑
務
か
ら
解
き
放
た
れ

て
自
由
な
研
究
生
活
を
迎
え
ら

れ
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
先
生
方

の
長
年
に
亘
る
ご
尽
力
に
御
礼
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
二
〇
〇
八
年
も
明
け
て

一
月
十
五
日
、
名
古
屋
市
が
実
施
し
て
い

た

「
さ
さ
し
ま
ラ
イ
ブ
ニ
四
地
区
開
発
提
案
競
技
」
に
、
愛
知
大
学
が
提
案

し
て

い
た
名
古
屋
新
校
舎

(さ
さ
し
ま
キ
ャ
ン
パ
ス
)
が
最
優
秀
提
案
者
と

し
て
決
定
し
た
と
の
連
絡
が
あ
り
、
そ
の
旨
が
新
聞
や
テ
レ
ビ

ニ
ュ
ー
ス
な

ど
で
も
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

さ
さ
し
ま
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
豊
橋
校
舎
か
ら
経
済
学
部
と
国
際
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
が
、
三
好

の
現

・
名
古
屋
校
舎
か
ら
法
学
部

・
経
営
学

部

・
現
代
中
国
学
部
が
移
転
。
さ
ら
に
新
領
域

の
新
学
部
設
置
も
構
想
中

で
、
学
生
数
九
〇
〇
〇
人
規
模
の
都
市
型
キ
ャ
ン
パ
ス
が
1
10

1
二
年
四
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

受

験
生
獲
得
の
た
め
大
学
が
都
心
回
帰
を
目
指
す
の
は
時
代

の
趨
勢
と
な

っ
て
お
り
、
以
上
の
計
画
が
機
関
決
定
さ
れ
た
以
上
、
そ
の

一
員
と
し
て
教

育

・
研
究
環
境
の
大
き
な
変
化
に
も
対
処
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

と
、
年
頭
に
当
た

っ
て
心
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

、

愛
知
大
学
文
学
会
に
と

っ
て
も
、
今
年
は
ま
た
、
こ
う
し
た
大
き
な
変
化

へ
の
対
応
を
求
め
ら
れ
る
年
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

(編
集
委
員
)


